
 

生物多様性センター展示パネルの貸出しに関する規約 

環生多発第 1303295 号 

平成２５年３月２９日 

改正 令和５年７月 10日 環生多発第 2307103号 

令和５年 12月 5日 環生多発第 2312052号 

 

環境省自然環境局生物多様性センター 

 

生物多様性センター（以下、「当センター」という。）が作成した展示パネル（以下、「パネル」という。）

を貸し出す際に必要な事項を以下のとおり定める。 

 

（貸出しの承認） 

第１条 

１ パネルの貸出しを希望する者（以下、「申請者」という。）は、生物多様性センター長（以下、「セ

ンター長」という。）あてに申請を行い、承認を得なければならない。 

  ２ 前項による申請書及び承認書は、様式第１及び様式第２によるものとする。 

３ センター長は、第１項の申請が次の各号に掲げる基準に適合しないものについては、同項の承認

をしてはならない。 

一 当該申請書の記載事項に不備がないことその他申請の形式上の要件に適合していること。 

二 当該申請に係るパネル利用の目的が、生物多様性保全に関する普及啓発を推進する観点から、

適正なものであること。 

４ センター長は、第１項の承認をしないときは、遅滞なく、その旨及び理由を申請者に通知しなけ

ればならない。 

（貸出しの条件） 

第２条  

１ パネルの貸出しは無償とする。ただし、発送及び返却に係る送料については、申請者が負担する

ものとする。 

２ 貸出しは、パネル単位又はポスター単位での貸出しとし、電子データの提供は行わない。但し、

環境省職員が講演等で映写するための利用についてはその限りではないが、配布等は禁止する。 

３ パネルに使用されている画像やイラストを含めた、パネルの二次利用は禁止する。 

４ 申請書に記載された目的以外の利用は禁止する。 

５ パネルを利用するにあたり、汚損・破損・盗難を防止するための対策を十分に行なうものとし、

パネルに汚損・破損・盗難が生じた場合は、申請者は原状回復をすること。 

６ パネルの利用により、申請者又は第三者に生じた損害について、事由の如何を問わず、当センタ

ーは一切の責任を負わない。 

 

（その他） 

第３条 パネルの著作権は、当センターが有する。  



 

（様式第１） 

令和  年  月  日 

 

環境省自然環境局生物多様性センター 殿 

 

申請者の氏名及び住所    

法人にあっては、名称、   

住所及び代表者の氏名    

 

展示パネル貸出し承認申請書 

 

 

  標記について、下記により展示物の貸出しを申請いたします。 

 

記 

 

１．借受けようとする物品の品名 

  □『生物多様性って、なに？』一式 

  □『生態系サービス』一式 

  □『生物多様性の恵みと危機』一式 

 

２．使用目的 

 

 

３．使用場所 

 

 

４．借受け希望期間（受取り希望日～返却予定日） 

令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日  まで 

 

５．担当者名及び連絡先（所属、氏名、住所、電話番号、電子メール等） 

 

 

６．その他参考となる事項 

 

（添付資料） 

１．パネルを利用するイベント等に関する企画書等がある場合には、添付すること。 

  



 

環生多発第     号 

令和    年  月  日 

（様式第２） 

 

  様 

環境省自然環境局    

生物多様性センター長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

展示パネル貸出し承認について 

 

 令和  年  月  日付けで申請のあった標記の件については、下記のとおり承認する。 

 

記 

 

１．承認事項 

（１）貸出しパネルの種類 

  □『生物多様性って、なに？』（ 枚） 

  □『生態系サービス』（ 枚） 

  □『生物多様性の恵みと危機』（ 枚） 

 

（２）貸出し期間 

令和  年  月  日  ～  令和  年  月  日   まで 

＊申請者は、貸出し期間内に当該パネルを生物多様性センターに返却すること。 

 

２．承認条件 

（１）展示パネルの貸出しは無償とする。ただし、発送及び返却に係る送料については、利用者側で負

担するものとする。 

（２）貸出しは、パネル又はポスター単位での貸出しとし、電子データの提供は行わない。但し、環境

省職員が講演等で映写するための利用についてはその限りではないが、配布等は禁止する。 

（３）展示パネルに使用されている画像やイラストを含めた、パネルの二次利用は禁止する。 

（４）申請書に記載された目的以外の利用は禁止する。 

（５）展示パネルを利用するにあたり、汚損・破損・盗難を防止するための対策を十分に行なうものと

し、展示パネルに汚損・破損・盗難が生じた場合は、申請者は原状回復をすること。 

（６）展示パネルの利用により、申請者又は第三者に生じた損害について、事由の如何を問わず、生物

多様性センターは一切の責任を負わない。 

   

３．承認の取消し 

申請者は、承認事項及び条件を厳守すること。これらに違反するときは承認を取り消すことがある。 


